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    恋するジョガー

    　

    みんと

    　

    「う～ん……」

    気怠いまどろみから目を覚ますと……。

    まったく知らない部屋のベッドの中だった。

    その上、どう見ても男のものと分かる逞しい腕に肩を抱かれている。

    「えっ！　どうなってるの……コレ？」

    あたし、谷川心音ここね、二十五歳。

    自慢じゃないが、彼氏なんてもの、生まれてこれまでいたことなんてない。

    だったら、この腕は……誰のもの？

    耳元に規則正しい寝息が聞こえ、その吐息がくすぐったい。

    「ど……、どうしよう……？」

    怖くて隣が見られない。

    だからといってこのままってわけにもいかず、意を決して首を回した。

    「ひっ！」

    漏れそうになった悲鳴を慌てて両手で塞いだ。

    思わず見惚れてしまいそうなほど整った男の顔が目の前にあった。

    優しい面立ち、栗色の柔らかな髪、そして、そして……。

    「まつ毛、長っ！」

    あたしの隣に寝ていたのは、高尾隼人はやとさん……、同じ会社の先輩だった。

    モデルのようなルックスと、優れた企画力で、商品企画課だけでなく会社内でも一目置かれている存在。

    その上、人当たりもよくって、誰からも好かれている。

    彼のハートを射止めようと、女性社員たちは躍起になっているくらいだ。

    その彼がどうしてあたしの隣で寝てるのっ！

    驚きすぎて、頭が大混乱。

    ちっとも記憶がよみがえってこない。

    「と、取りあえず、起きてから考えよう……」

    そっと彼の腕をどけると、ベッドから抜け出した。

    のはいいんだけど……。

    コロンッと、床に転がってしまった。

    「痛ててててて……っ！」

    全身が筋肉痛で、あちこちがズキズキする。

    けど、そんなことよりも……。

    自分の恰好を見て絶句した。

    「ど、どうして裸なのっ！」

    ブラジャーもつけてなければ、ショーツもはいてない。

    生まれたまんまの姿、スッポンポンなのだっ！

    チラリと高尾さんを見ると、彼も何も着ていない様子……たぶん。

    布団を剥いで確認するなんてこと、怖くってできないんだもんっ！

    ベッドの下には、二人分の服が脱ぎ散らかされている。

    「ま、まさか……、まさか、まさか、まさかっ！」

    高尾さんとエッチしちゃったのっ？

    ひぃぃぃっ！

    バージンを失ったことよりも、このぽっちゃりしたカラダを見られてしまったことがショックだった。

    あたしのスタイルはお世辞にもいいとは言えない。

    太い腕に、太い足。ポッコリと飛び出たお腹に、どこにあるのか分からないウエスト。

    色白なことが唯一女の子っぽい点だけど、そのお陰で、友達がわたしを形容するのに用いるたとえは『雪だるま』。

    この裸を高尾さんに見られたなんて……っ！

    あたしは急いで服を掻き集めると身に着けた。

    が、どうしても、ショーツだけが見つからない。

    レモン色の生地に、真っ赤なリボンが可愛いものなんだけど……どこに行っちゃったんだろ？

    室内は、よく整頓された、シンプルな広めのワンルーム。

    テレビにソファ、ローテーブルに、本棚、セミダブルのベッド。

    すぐに見つかりそうなものなのに、どこを探してもない、ない、な～いっ！

    「どうしてないのぉ～っ！」

    　ゴソゴソと探していると、彼が「う～ん……」と言いながら寝返りを打った。

    「…………っ！」

    起きてしまいそうな気配を感じて、ショーツは諦めることにした。

    だって、恥ずかしすぎて、どんな顔で彼と話せばいいのか分からないんだもんっ！

    鞄を掴むと、足音を忍ばせながら、逃げるように部屋を後にした。

    家までの帰り道、心臓はいつまでもドキドキと高鳴っていた。

    それは、ノーパンで電車に乗っているからだけじゃない。

    いったい、あたしと高尾さんの間になにがあったんだろう？

    過ぎる車窓の風景を見ながら、これまでのことを思い出そうとした。

    　

    ★　　★　　　★

    　

    全ての発端は二日前の朝。

    「あれ？」

    いつものように会社内の更衣室で事務服に着替えていると、スカートのホックが止まらなかった。

    「うそ……太った？」

    フンッと息を止めてみるけど、ホックが止まることはない。

    「仕方ない」

    鞄の中から安全ピンを取り出すと、それを替わりに止めた。

    女の子の嗜みよ、なんて言われてお母さんから無理矢理持たされていたものが役に立ったけど……複雑。

    「やっぱ、お菓子の食べ過ぎかなぁ～？」

    貴重品だけを、小さなトートバッグに移し替えると、更衣室を出た。

    あたしは、都内にある大手お菓子メーカー『ハッピー製菓』で営業事務員として働いている。

    色白で背が低く、もともとぽっちゃり体形なんだけど……、ここに入社してから試作品などを食べ過ぎちゃって、服のサイズはＭからＬへと肥大中。

    普段着はいつも、体形の隠れるチュニックを着てるんだけど、それがあだになっているような、そうでないような……。

    「おっはよう！」

    肩をポンと叩かれて振り返ると、スラリとスタイル抜群の中本みどりが笑顔で立っていた。

    「おはよう」

    みどりとは、同期入社で、今では一番仲のいい友達だ。

    「心音……なんだか……太った？」

    彼女はあたしを上から下までジロジロと見ながら、ズバリと指摘した。

    「ち、ちょっとだけ……ね」

    図星を指されて、あたしは冷や汗が噴き出す思いだった。

    「小さくって丸々してるのってカワイイけど、太り過ぎるとやっぱりマズくない？」

    「うっ……そうだよね……」

    あたしがこの会社を選んだ理由。

    それは、お菓子が大好きってことっ！

    入社してすぐに、試作品が食べ放題だと知って小躍りしたくらいだ。

    食べ過ぎちゃダメって分かっていても……、気が付くと、ついつい口に運んでるんだよなぁ～。

    「あっ！　高尾さんよ」

    「えっ！　どこどこっ！」

    みどりが指差す先に、一八二センチのスラリと長身な高尾さんが立っていた。

    今日もスーツがよく似合っていて、爽やかな笑顔を浮かべている。

    いつもは一つ上の商品企画課にいるんだけど、営業課の廊下にいるってことは、何か用事があって降りてきたのだろう。

    いち早く彼の存在を見つけた女子社員たちが、周りを取り囲んでいる。

    「心音も挨拶くらいしてくれば」

    ポンと背中を押されたが、グっと踏ん張った。

    「い、行けるわけないでしょっ！」

    プッと頬を膨らませてみどりを睨んだが、彼女は動じない様子でニッと笑った。

    「好きな人を遠くから見てるだけなんて、いまどきいじらしくもなんともないわよ。ただのストーカー」

    「だとしても、あたしなんて……」

    あたしはコンプレックスの塊のような自分自身が、彼の視界に入ってしまうのさえ怖いのだ。

    高尾さんはあたしを見てなんて思うだろう？

    雪だるま？

    白ブタちゃん？

    ……そんな風に思われたらなんて考えると……っ！

    「ムリッ！　ムリムリムリッ！　耐えられないっ！」

    「心音……大丈夫？」

    頭を抱えて悶えるあたしを見て、みどりは呆れたように溜息を吐いた。

    「とりあえず、ダイエットしな」

    彼女の精一杯の励ましだと分かってるんだけど、グサリと心に刺さった。

    ダイエットならしてる……つもりなんだけどなぁ～。

    ただ、つい、お菓子の誘惑に負けちゃうから仕方ない……。

    ああ～、この会社に入ったときは、試作品が食べ放題のパラダイスのように思えたのに。

    今じゃ、誘惑だらけの拷問のようだよ。

    あたしは、チラリと高尾さんを横目で見ながら、営業課のオフィスの中へと入った。

    　

    まだ就業前だというのに電話は鳴り響き、早くから出勤している営業マンが忙しく働いている。

    「あっ！　谷川さん、来た来たっ！　遅いよぉ～っ！」

    受話器を片手に、営業マンの一人があたしを手招きした。

    彼は宮本さん、二十八歳。

    いつもにこにこしていて、営業課ではムードメーカーのような人。

    高尾さんと人気を二分してるんじゃないかってくらいモテてるんだけど、残念ながら彼は既に結婚しているのだ。

    「おはようございます。なんですか？」

    「昨日頼んでおいた見積書できてる？　どこにあるのか分からなくって」

    彼は困ったように顔をしかめた。

    「それなら、パソコンの中に保存してあるので、後は印刷するだけですよ」

    パソコンの電源をオンにしながら、手に持っていたトートバッグを机の一番下の抽斗にしまった。

    「じゃあ、至急頼むよぉ～！　朝一で出なくちゃいけないんだよ」

    あたしに向かって拝むように両手を合わせると、「大至急お持ちいたしますので……」と、受話器に向かって頭を下げている。

    「わかりました。すぐに用意しますね」

    席に着くと、保存してあったファイルを開いて印刷を始めた。

    その書類に会社の印を押すと、見積書の完成だ。

    「宮本さん、どうぞ」

    彼の席まで持って行くと、すでに出かける準備は万端だった。

    「ありがとう。じゃあ、行ってきます」

    書類を受け取ると、それを鞄にしまい、ついでにあたしの頭をポンポンと撫でて出て行った。

    「気をつけてっ！」

    と言った声は聞こえていたのかどうなのか。

    「谷川さん、今日も可愛いねぇ～」

    ニヤニヤと笑いながら課長が近付いて来たかと思うと、あたしの頭をナデナデと撫でまわした。

    「可愛くなんてありませんよっ！」

    課長の手を振り払ったが、どこからか伸びてきた別の手が、再びあたしの頭を撫でた。

    「小さくって、て意味だろ。丸々してて、マジ、雪だるまみたいだな」

    振り返ると、同期で営業マンの田辺だった。

    宮本さんといい、田辺といい、課長といい……、せっかくブラッシングしてきた髪が乱れてしまうじゃない。

    中途半端な長さのボブヘアーは、毎朝寝癖がひどくって、それをなんとかするのに悪戦苦闘している。

    それなのに、どうしてだか、誰もがヌイグルミでも撫でるように、あたしの頭を弄びたがる。

    「あら、心音ったら、モテモテね」

    みどりがからかい口調で囃し立てた。

    「谷川さんは営業課の『ゆるキャラ』だからね」

    と課長までもが調子に乗って言った。

    「課長、それ、いいかもっ！」

    田辺まで、ケラケラと笑いながら、あたしの頬をプックリと抓って。

    「食いしん坊の雪だるまちゃんで～すっ！」

    大声で言うもんだから、殺伐としていた朝のオフィス内は、一気に爆笑の渦に包まれた。

    女性たちに囲まれている高尾さんも、こっちを見てにこにこと楽しそうに笑っている。

    やだっ！

    カッと頬が上気するのが分かった。

    田辺や課長に対して、怒りが沸々と湧き上がる。

    「もうっ！　仕事しなよっ！」

    あたしは全ての手を振り払うと、ズンズンと自分の席に戻った。

    あんな姿を高尾さんに見られちゃったなんて……恥ずかしすぎるよぉ～！

    パソコンに隠れながらこっそり高尾さんの方を見ると、彼はオフィスを出て行くところだった。

    きっと用事が済んだのだろう。

    スッと伸びた背筋が、彼の人となりを表しているようで、つい見惚れてしまった。

    「谷川さん、猫背になっちゃってますよ」

    後輩の東ちゃんに指摘されたけど、それを無視した。

    「いいの……どうせ、あたしなんか……あたしなんか……」

    食いしん坊の雪だるまなんだからぁぁぁっ！

    「田辺めぇぇ！　絶対に仕返ししてやるぅぅ」

    あたしは怒りをバネに、机の上に無造作に積まれた仕事を、鬼のようにこなしていった。

    　

    ★　　★　　　★

    　

    「心音、ランチ行かないの？」

    みどりにポンと肩を叩かれて、もう昼休みになっていたことを知った。

    「気が付かなかった」

    怒りにまかせて仕事をしていたせいで、すっかり時間を忘れていたようだ。

    「早く行かないと、日替わりセットがなくなるわよ」

    「そうだった！」

    あたしは机の一番下の抽斗からトートバッグを取り出すと立ち上がった。

    日替わりセットは、社食でも一番人気のメニュー。

    三百八十円って安さながら、男も大満足のボリュームなのだ。

    食堂へ行くと、すでに多くの社員たちで賑わっていた。

    オシャレなカフェのような内装で、ブルーやオレンジのポップな色で遊び心溢れる作り。

    大きな丸いテーブルの上には、新製品や、試作品などのお菓子が置かれていて、自由に食べられるようになっている。

    若い社員の中には、お菓子だけでランチを済ませてしまう人もいるくらい、種類は豊富だ。

    「あ～あ、やっぱり……日替わりセット売り切れになってるよ」

    みどりが言った通り、入り口に並んだサンプルの日替わりセットのところには『売り切れ』の札が置かれていた。

    「え～っ！　じゃあ、なにを食べようかなぁ～」

    パスタに、ラーメン、カレーにうどん、ＡランチにＢランチ、たまにはサンドイッチなんてのもいいかもしれない。

    あたしがいつも日替わりセットを食べる理由に、この優柔不断ってのが含まれる。

    どれも美味しそうに見えちゃって、なかなか一つに決められないのだ。

    「ほら、早くしないと、後ろの人が閊つかえちゃってるわよ」

    みどりに指摘されて、あたしは「すみません」と言いながら後ろを振り返った。

    「いいよ、ゆっくり選んで」

    とにっこり笑って言ってくれたのは……言ってくれたのは……っ！

    「た、高尾さんっ！」

    あたしの後ろに立っていたのは、あの高尾さんだった。

    いつも遠くから眺めてるばかりで、間近で見る彼に圧倒されてしまう。

    背が高いとは思っていたが、こうやって後ろに立たれると、その身長差に驚いた。

    「今日はもう日替わりセット売り切れなんだね」

    わぁぁ！

    高尾さんも日替わりセット食べる予定だったんだぁ～。

    あたしと一緒じゃんっ♪

    なんて、そんな些細なことが嬉しかった。

    「ほら、心音、決まったの？」

    「あっ！　えっと……コレっ！」

    みどりに急かされて、慌てて指差した先には、カツカレーがあった。

    「ダイエットする気ゼロだね」

    彼女に言われてハッと思い出した。

    朝、スカートのホックが止まらなかったことを。

    「や、やっぱり、この、ヘルシーセットにするよ」

    女子に人気の野菜中心ランチ、ヘルシーセット。

    以前に一度だけ食べたことがあるんだけど、夜までもたなかった気が…でも……。

    ぽっこり突き出たお腹を見下ろして、グッと耐えることにした。

    「ヘルシーセット一つお願いします」

    注文すると、厨房と隣接した受け取り窓口へと進んだ。

    「まあ、そんなことくらいで痩せるとも思えないけどね」

    あたしの耳元にみどりがささやいた。

    「ど、どうしたら痩せると思う？」

    背中に高尾さんを感じながら、彼がどんな目であたしを見ているかと思うと、恥ずかしくてたまらない。

    せめてこのぽっちゃり体形をどうにかしたい。

    「そうねぇ、ジョギングなんてどう？」

    「ジョギング？」

    意外な提案に、思わず素っ頓狂な声を出してしまった。

    「そう、今って会社帰りなんかに皇居の周りを走るのが流行ってるんだって。人も多いし、夜に走っても安全らしいわ」

    「ジョギングかぁ～、みどりも一緒に走ってくれるの？」

    だって一人で始める勇気なんてないんだもん。

    「やめてよね、私は心音みたいに暇じゃないんだから」

    きっぱりと断られてしまった。

    おそらくデートで忙しいのだろう。

    「いいなぁ～、みどりには彼氏がいて」

    彼女には、社外にラブラブの恋人がいるのだ。

    たしか大学から付き合ってるって言ってた。

    みどりは見た目の派手さからは想像できないくらい一途な性格なのだ。

    「心音だって、彼氏作ればいいじゃない」

    言葉を切ると、意味ありげにニヤリと笑ってあたしの顔をまじまじと見た。

    「このぽっちゃりな身体がスリムになったらね」

    キレイにネイルされた彼女の指が、プニプニのほっぺを押した。

    「イジワルっ！」

    みどりを睨むと、その目の端に高尾さんの姿が映った。

    あたしたちのやり取りが聞こえていたのか、クスッと楽しそうに笑われてしまった。

    さ、最悪だぁぁぁっ！

    頬が紅潮するのが分かった。

    その時、カウンターから声が掛かった。

    「ヘルシーセットお待たせしました」

    あたしは出されたお盆をサッと取ると、逃げるようにその場を後にした。

    ぜ、絶対に痩せるっ！

    痩せるぞっ！

    　

    ★　　★　　　★

    　

    次の日、会社が終わるとさっそく皇居へと向かった。

    みどりが言っていたように、ジョギングをしている人で賑わっている。

    周辺にはランニングステーションといって、シャワー付きの有料の着替えスペースや、コインロッカーなどが多くあり、会社帰りでも気軽にジョギングが楽しめるようになっているようだ。

    一人で走っている人も多くって、あたしが交じってもちっとも目立たないようでホッとした。

    ただ、ジョギングブームの影響なのか、誰もがオシャレなウェアーで、颯爽と走っている。

    中には本格的な恰好で、プロのランナーのような速さの人まで。

    それに反して、あたしは家にあった適当なジャージ姿。

    意気込んでやって来たものの、急に気持ちが萎んでいくようだった。

    どうしよう……今夜は帰ろうかな……？

    戸惑っていると、肩をポンッと叩かれた。

    「はいっ？」

    振り返ったあたしの目には、壁のように背の高い男性が。

    見上げると、その彼はにっこりと爽やかな笑顔で微笑んでいる。

    「やぁ、谷川さんじゃないか、君もジョギングするの？」

    「た、高尾さんっ!?」

    驚いたことに、なんとそこにはジョギングスタイルの高尾さんが立っていた。

    普段のスーツ姿も知的でステキだけど、こんなスポーツウェアーまで似合うなんて……ついボーッと見惚れてしまう。

    「一緒に走らない？」

    「へ？」

    一瞬、彼がなんて言ったのか理解できなかった。

    「もしよかったら、一緒に走ろうよ」

    ゆっくりと彼の言葉が、あたしの中に浸透していく。

    い、いいいいい、一緒に走るぅぅぅ？

    そんなの……ムリムリムリッ！

    どう考えたって、彼の隣で走る勇気なんてない。

    だって、だって、だって、見られちゃうじゃない。

    このプニプニの脂肪が、走るたびに醜く揺れちゃうのが！

    あたしはブンブンと頭を振った。

    「ひ、一人で走りますからっ！　お気になさらずっ！」

    早く行っちゃってぇぇ！

    と思う気持ちとは裏腹に、彼はなかなか動こうとしない。

    「そう言わず、せっかくだから……」

    「いいえっ！　ひ、一人で走りたいんですっ！　だから……、だから……」

    つい彼の言葉を遮るように、早口でまくしたてた。

    すると高尾さんは、少し寂しそうに笑って、

    「そうか、困らせてゴメンね。じゃあ」

    と言って、走って行ってしまった。

    「あっ！」

    彼の後姿を見送りながら、急に後悔が押し寄せてきた。

    よく考えればこんなチャンスは二度とない。

    その上、あんな失礼な断りかたしちゃって……。

    「あたしのバカっ！」

    自分を罵りながら、全ての邪心を振り払うかのように走り出した。

    全ては痩せてキレイになってから……。

    そんな言い訳を自身にした。

    桜の季節も終わり、寒さも和らいだ五月の風は、ジョギングに最適の心地よさだった。

    初心者は桜田門前広場からのスタートが分かりやすいと聞いたので、その通りにした。

    他のランナーたちに見習って、反時計回りに道の左側を走った。

    一周約五キロの道のりからは、東京タワーや丸ビル、東京国立近代美術館、英国大使館、半蔵門、国立劇場など、有名スポットの景色を楽しむことができる。

    だから、ジョギングに興味のなかったあたしでも、飽きることなく走ることができた。

    ただ、普段運動しないので、周囲のランナーのように颯爽と走ることなんてできなくって、歩いてる方が早いんじゃないかってペース。

    ちょっと走っただけで息は上がり、いつもは使わない筋肉がギシギシと悲鳴をあげる。

    休憩したり、水分補給をしたりで、やっとスタート地点の桜田門前広場に戻るころには、一時間近く経っていた。

    もう一周……と思ったけど、気持ちよりも身体がムリだと訴えた。

    今夜は初めてだし、このくらいでいいか……。

    フラフラと戻ろうとしたとき、背後から声がかけられた。

    「谷川さん、もう帰るの？」

    びっくりして振り返ると、やっぱり高尾さんだった。

    彼はちっとも疲れた様子はなく、いつもと同じ爽やかな笑顔であたしのことを見ている。

    このときやっと、高尾さんがあたしの名前を知っていることに気付いた。

    そう言えば、最初に声をかけられたときも、名前を呼ばれたような気がする。

    あのときはテンパっていて、ちっとも気付かなかった。

    「あの、どうして、あたしの名前を知ってるんですか？」

    思ったことがそのまま口から出てしまった。

    「ああ、名前ね……」

    彼はニヤリと笑い、「どうして知っているのか、教えて欲しい？」と聞いた。

    少し含みのあるようなその言い方に、違和感を覚えた。

    「谷川さんのランニングステーションはどこ？」

    「え？」

    名前のこととはまったく関係のないことを聞かれて戸惑った。

    「まだ時間も早いし、飲みにでも行こうよ。ジョギングの後の一杯は最高に美味しいよ」

    「いえ……そんな……」

    と言いつつも、シュワシュワと泡立つビールを想像してしまって喉が鳴った。

    お腹もグゥゥと空腹を訴えている。

    どこまでも食いしん坊な自分が恥ずかしくなってしまった。

    「着替えたら迎えに行くね」

    彼のそんな言葉に、コクリと頷いた。

    　

    ★　　★　　　★

    　

    信じられない……。

    ずっと、ず～っと、憧れていた高尾さんが、いま、あたしの目の前で一緒に飲んでるなんて。

    「俺の顔になにか付いてる？」

    聞かれてハッと気づいた。

    こんなこともうないかもしれないって思って、穴の開くほどジッと彼を見つめてしまっていたことに。

    「いえ、すみません……」

    あたしは慌てて、手元にあったビールをゴクゴクと一気に飲み干した。

    「ぷはぁ～っ！　美味しいっ！」

    高尾さんの言ったとおり、ジョギングの後のビールは最高に美味しかった。

    「いい、飲みっぷりだね」

    彼はニコニコと終始笑顔だ。

    それがまたステキで、うっかりまた見惚れてしまいそうになる。

    ダメダメダメッ！

    あたしは意を決すると、口を開いた。

    「それで、どうして、あたしの名前を知っているんですか？」

    なんだか彼の笑顔にうやむやにされてしまいそうで、早く答えを聞きたかった。

    「アンケートだよ」

    「アンケート？」

    意外な回答に、あたしの頭の中は『？』でいっぱいになった。

    「社食に置いてある試作品や新商品のお菓子、その横にはアンケート用紙があるだろう」

    「……はい」

    確かに社食の丸いテーブルの上に置かれているお菓子の横には、アンケート用紙が備え付けられている。

    食べた人間が、そのお菓子の感想を自由に書けるようになっているのだ。

    「谷川さんは、いつもそのアンケート用紙いっぱいに感想を書いてくれているから、覚えていたんだよ」

    「そう、だったんですか……」

    アンケートは、常時回収されて、高尾さんが所属している商品企画課へと渡される。

    彼はそれをちゃんと読んでくれていたのだ。

    もしかしてあたしのことを……な～んて、ちょっと期待していただけに、拍子抜けしてしまった。

    「す、すいません……なんだか好き勝手書いちゃって」

    つい調子に乗って、色々と書いてしまっていたことを思い出した。

    「谷川さんの意見は的確だから、いつも参考にさせてもらっているよ。お菓子が好きなんだね」

    「はいっ！　それでこの会社に入ったくらいなんですっ！」

    そう答えてから、再び運ばれてきたビールをゴクゴクと飲んで、

    「こんなに太っちゃうくらい……」

    と付け足した。

    すると彼は手を伸ばして、あたしのプニプニの頬に触れた。

    不意打ちに、びっくりして固まってしまう。

    「無防備だね。こんなに簡単に男に触らせるなんて……、それとも、触られるのが好き？」

    からかいを含んだつぶやき。

    男の人の手なのにスベスベで、繊細そうな長い指の感触にドキドキと心臓が高鳴った。

    あたしを見つめる彼の瞳は、どこまでも穏やかで、でも、なにを考えているのか計ることはできなかった。

    「ま、まさか……、そんな……」

    温和だと思っていた彼が時折見せる、嗜虐的な片鱗に、なぜか心がざわついた。

    だけど、こんな姿を、もしかしたら自分だけが知ってるんじゃないかと思うと、少し優越感のような嬉しさもあった。

    「谷川さんって、よく人から触られてるよね。俺も一度触ってみたいって思ってたんだ」

    そう言えば彼には、あたしが上司や同僚たちからマスコットのように扱われているのを見られていたような気がする。

    「どうせ『ゆるキャラ』ですよ……」

    自虐的につぶやいてしまった。

    取り繕ったところで、高尾さんにはあたしの恥ずかしい姿を全部知られているのだ。

    空きっ腹に飲んでしまったことで、酔いが回ってきたのだろうか。

    視界はぼんやりと霞み、フワフワと気持ちよくなってきた。

    「そんなに触ってみたかったんなら、思う存分触っちゃってください」

    もう、どうとでもなれという気分だった。

    「そんなこと言ってもいいの？」

    彼の瞳が剣呑な光を帯びたように見えたが、それは気に留める間もないほどの一瞬だった。

    「いいですよ。どうぞ……、どうぞ……」

    酔いも手伝って、あたしは大胆にも彼の手を掴むと、スリスリと頬を擦り付けた。

    憧れの高尾さんの手。

    一生、触れることなんてないって思ってた。

    好きな人の手が、こんなにも気持ちいいなんて……。

    「どうせ、減るもんでもなし……、課長だって、田辺だって、宮本さんだって、みんな、み～んな、お構いなしに触ってくるんですからっ！」

    あたしの言葉に、彼の手がピクリと震えるのが分かった。

    「高尾さん？」

    顔を上げると、彼は複雑な表情を浮かべていた。

    それすら、初めて見る高尾さんの意外な一面で、あたしは得をした気分だった。

    今夜はなんてラッキーなんだろう。

    遠い存在だと思っていた高尾さんと一緒に飲むことができてるんだから……。

    あたしは、ダイエットしていることも忘れて、お腹いっぱい食べて、ビールを何杯も飲んでしまった。

    日頃の不満や、大好きなお菓子のことなど、酔った勢いで色々としゃべってしまった……ような気がする。

    気が付いたとき、あたしはフカフカな雲の上に寝ている心地だった。

    「谷川さん、大丈夫？」

    心配そうにあたしを覗き込む高尾さんの顔が視界に入る。

    「高尾さん……」

    夢の中にいるのだと思った。

    だって、憧れの高尾さんが、あたしを見下ろしているんだもん。

    あたしは手を伸ばして、彼の顔に触れた。

    引き締まった頬に、薄い唇、スッと通った高い鼻、栗色の柔らかな髪、そして、あたしを見つめる優しげな瞳。

    「ふふふ……、触っちゃった」

    なんてリアルな夢なんだろう。

    「誘っているのか？」

    彼はポツリとつぶやくと、唇が触れ合うだけのソフトなキスをした。

    あたしはびっくりして、まじまじと高尾さんを見つめた。

    彼は深く溜息を吐くと、鋭い眼差しであたしを捉えた。

    「やっかいな娘こだな……、いつもこうやって男を誘っているのか……」

    その口調に不穏な響きを感じて、急に怖くなった。

    「あ、あたし……ふぅんん……っ」

    言葉を紡ごうとすると唇を塞がれた。

    さっきみたいな触れるだけじゃない、深い、深い、全てを奪うかのようなキス。

    強引に唇をこじ開けられたかと思うと、ヌルリと舌を挿し込まれた。

    逃げようとするあたしの舌に、彼のそれが絡まる。

    トロトロと流し込まれる彼の唾液。

    それを、クチュリ……、クチュリ……、と口の中で混ぜられる。

    あぁ……、ビールの味だぁ～。

    あたしはぼんやりとそんなことを思った。

    だって、キスって、甘酸っぱいレモンの味がすると思っていたから……。

    「んん……んんん……っ！」

    うまく息ができなくて、あたしは彼の硬い胸を叩いた。

    すると、チュッと音をさせて、唇が離れた。

    「死ぬかと思っちゃった……」

    新鮮な空気を吸い込みながらつぶやくと、彼はふて腐れたように、口を歪めた。

    「俺とのキスの感想がそれ？　谷川さんは、こういうこと慣れてるんだね」

    棘のあるその言い方に、ショックを受けた。

    ひどいよ、高尾さん……あたし、ファーストキスだったのに……。

    どうしてだろう……。

    夢の中の高尾さんは、コロコロと表情が変わって、なんだか、少し意地悪な気がする。

    「あたしの知っている高尾さんは、いつも優しくて、仕事ができて、みんなの憧れで……」

    ずっと、ず～っと、遠い存在。

    「そうか……、谷川さんも俺のことをそんな風に思ってるんだ」

    彼は不満そうに言うと、あたしの背に腕を回して抱き起こした。

    「高尾さん？」

    不思議に思っていると、体形を隠すために着ているチュニックを脱がされた。

    「あの……？」

    チュニックの下は、薄いキャミソールだけ。

    太い二の腕が露わになって、あたしは慌てた。

    たとえ夢とはいえ、高尾さんに太った身体を見られるのは恥ずかしい。

    「好きな子に誘惑されて、なにもしないほど、俺は紳士じゃないんだよ」

    「えっ？」

    その声は掠れていて、よく聞き取れなかった……。

    たいした抵抗もできないうちに、キャミソールを脱がされ、レギンスもスッと足から抜き取られた。

    身体から力が抜けてしまってて、彼のされるがままに、下着姿になってしまう。

    「たっ、高尾さんっ、イヤです……、見ないでください……、見ないで……」

    あたしは彼の腕の中で、身体を小さく丸めた。

    つもりだったけど、プニプニの脂肪を隠すことなんてできない。

    「どうして、俺は見たいな」

    彼は楽しそうに、再びあたしをベッドに押し倒した。

    レモン色の生地に、真っ赤なリボンが可愛いランジェリーの上下が、彼の眼下に晒される。

    変な下着じゃなくて良かったぁ～！

    こんな状況だって言うのに、そんなことを考えた。

    だけど、だけど、だけど……。

    「お願いです……、見ないでください……」

    太い腕に、太い足。ポッコリと飛び出たお腹に、どこにあるのか分からないウエスト。

    まさに『雪だるま』のような体形。

    こんな身体、高尾さんに見られたくない。

    「あたし、太ってて醜いから……、だから、だから、見ないでください……」

    必死の訴えは、彼の耳には届かない。

    ううん、彼はそれをちゃんと分かっていて、あたしの身体を悠然と眺めているみたい。

    「そんなことないよ」

    彼の手が撫でるように、あたしの肌に触れた。

    「谷川さんの身体、フワフワと柔らかくて、とっても触り心地がいい……、かわいいよ」

    その手は、肩をなぞり、太い二の腕をゆっくりと撫で、そして、ポッコリと飛び出たお腹へと下りていった。

    彼に触られるのはちっとも不快じゃなかった。

    すごく気持ちがいい。

    もっと……、もっと、触って欲しいって思うほどに……。

    窪んだお臍を指でくすぐられて、あたしは「あっ！」と声をあげた。

    意思とは関係なく、ビクリと身体が跳ねてしまう。

    「へぇ……、谷川さんって、お臍へそが感じるんだね」

    彼はニヤリと唇を歪めて笑うと、しつこくお臍ばかりを指で弄ぶ。

    「はぁん……あぁ……あぁんん……っ」

    自分でもびっくりするくらい淫らな声が漏れた。

    くすぐったいような、でも、気持ちいいような……、変な感じだった。

    「かわいい声で啼くんだね。もっと、聞きたいな……」

    「ひゃっ！」

    ブラジャーに指を引っ掛け、クイッとずらされた。

    二つのおっぱいがプルンッと飛び出す。

    「イヤっ！」

    あたしが乳房を隠すよりも先に、大きな手で包み込まれてしまった。

    「谷川さんの胸、白くて、柔らかくて、マシュマロみたいだ」

    彼の繊細な長い指が白い肌に食い込み、やわやわと優しく揉まれる。

    「高尾さん、イヤです……、やめて……っ」

    身を捩って逃げようとするけど、彼の手は吸い付いたかのように胸から離れない。

    その上、プックリと立ち上がった乳首に吸い付かれてしまう。

    「あぁぁん……っ！」

    ペチャペチャ……ペチャペチャ……、と舌で舐められ、コロコロ……、と転がされる。

    「はぁん……、あぁぁ……、あぁぁ……、あぁぁ……っ」

    嬌声が零れるのを止められない。

    胸を弄られているだけなのに、どうしてだか身体の中がどんどん熱くなっていく。

    両方の乳首を交互に口に含まれ、たっぷりと味わわれ、強く吸われたかと思うと、カリッと甘く噛まれた。

    「ひゃぁんっ！」

    キュンッ……と子宮が疼き、じんわりと蜜が沁みだすのが分かった。

    「そんな……」

    呆然としていると、彼が顔をあげてクスリと笑った。

    「感じやすいんだね……」

    からかうような口調にドキリとした。

    「もう……、もう、止めてください」

    バージンのあたしには、なにもかも刺激が強すぎる。

    それなのに、高尾さんは不思議そうに首をかしげて「どうして？」と聞いた。

    「だ、だって……、だって……ひゃっ！」

    言葉を探していると、彼の指がショーツの上からあたしの中心をなぞった。

    「濡れてるじゃないか……、止めて欲しいなんて、嘘はよくないな」

    反射的に足を閉じようとしたが、それよりも先に彼の身体が割り込んで阻止された。

    「ち、違います……っ！」

    必死に否定したけど、あっさりとショーツを脱がされてしまった。

    「キレイなピンク色の花が蜜に濡れてるよ」

    自分でもちゃんと見たことのない場所を高尾さんに見られてる。

    あたしは、恥ずかしさのあまり、顔を両手で覆った。

    何かを確認するかのように彼の指が花弁を弄り、プックリと赤く熟れた粒を弾いた。

    「ひぅんん……、やぁんんん……っ！」

    デリケートな場所を触られて、身体がビクビクと跳ねた。

    キュンキュンと子宮が切なく疼く。

    「慣らさなくても良さそうだ……」

    彼はそう言うと、ズボンの前を緩め、熱く反り返るそれを取り出した。

    「俺ももう限界なんでね……」

    「え？」

    トロトロと蜜を垂らす秘口に、硬いものが押し付けられた。

    「うそ……、高尾さん……、イヤ……っ！」

    怖くなって腰を逃がそうとしたが、それをガッチリと抑え込まれてしまった。

    「イヤ……、怖い……っ！」

    彼がなにをしようとしているのか、いくら経験がなくっても分かる。

    「谷川さん、力を抜いて……」

    と言われたのに、つい緊張に身体を硬くしてしまった。

    「入れるよ……」

    プチュリ……と先っぽが減り込んだ。

    「すごく……、きつい……」

    彼のものがグイグイと中へと入ってくる。

    硬くて太いものが、狭い場所に強引に突き入れられる。

    「んん……、た、高尾さん……、い、痛いっ……、痛いよぉ……っ！」

    夢の中なのに痛いなんて……、反則だよ……。

    初めて感じる鋭い痛みに、涙が溢れた。

    「初めて……、なのか……」

    彼は動きを止めると、驚いたように腕の中のあたしを見下ろした。

    「ぬ、抜いて……、抜いてください……」

    あたしは必死に彼の硬い胸を押した。

    でも、ビクともしない。

    「もうムリだよ……、君から全て奪うまで、止められない……っ」

    高尾さんは苦しそうにつぶやくと、全部をあたしの中に収めた。

    そして、ゆっくりと律動を開始した。

    グチュリ、グチュリ……、グチュリ、グチュリ……。

    抜き差しされるたびに、卑猥な水音が耳を犯す。

    「やぁ……、んん……、やめ……て……っ！」

    全ては夢の中の出来事のはずなのに、どうしてこんなにリアルなの？

    痛みも熱も、そして、感触も……、なにもかもが、夢とは思えない。

    自分の中にあるものを、ぎゅぅぅと締め付けると、ドクドクと脈打つ熱い塊が嵩を増したように感じた。

    「谷川さん、そんなに締め付けたら動けないだろう」

    そう言いながらも、彼はあたしのウエストを掴むと、激しく揺さぶった。

    「あぁぁ……、やぁ……、動か……な……いで……っ」

    力強いストロークで、深い場所を何度も抉られ、いつしか痛みは快感へと摩り替わっていった。

    「あン……、あぁ……、あぁ……、あぁぁぁぁ……っ」

    突き上げられるたびに、甘い嬌声が漏れてしまう。

    「はぁはぁ……、谷川さん、すごくいい……、ほら、もっと……、もっと、気持ちよくなって」

    グチュグチュ……、グチュグチュ……、と、身体の中をめちゃくちゃに、掻き混ぜられる。

    「やめ……て……、おかしく……なる……っ」

    もうやめて欲しいのに、淫らにうねる襞は、彼のものに絡まり、放そうとしない。

    心と身体がバラバラになってしまったようで怖くなった。

    「た、高尾さん……、高尾さん……っ」

    あたしは、彼に向かって手を伸ばした。

    「谷川さん……」

    その手を、彼はギュッと強く握ってくれた。

    彼の熱い塊が、あたしの中を出たり入ったりしている。

    あたしと彼の間にはなにも隔てるもがなく、一つになっているのだ。

    「はぁはぁ……、もう、ダメだ……っ！」

    ピストンが更に激しさを増した。

    ズンズン……、と身体の奥深く、子宮口を鋭く抉られる。

    「ひゃぁぁぁぁぁっ！」

    初めての強烈な快感に、目の前に火花が散ったかと思うと、空に放り出されたような気がした。

    そのまま意識が遠退いていく。

    なにかが奥深くで弾け、熱いものが注がれるのが分かった。

    「谷川さん……」

    掠れた彼の低い声が、あたしの名前を優しく呼んだ。

    そして、ギュッと強く抱き締められた。

    　

    ★　　★　　　★

    　

    初めての朝帰り、あたしは緊張しながら家へと帰った。

    音をたてないように鍵を開けて、そろりと中に入ったあたしを、お母さんが待ち構えていた。

    その憤怒のような表情を見て、「ひぃぃっ！」と悲鳴をあげそうになった。

    「心音っ！　いくら社会人だからって、朝帰りなんて許しませんからねっ！」

    帰って来ないあたしを心配して、お母さんは一睡もできなかったようだ。

    改めて携帯電話を見ると、何件もの着信履歴があった。

    「友達と飲みに行って、そのまま泊めて貰っちゃって……」

    まさか、高尾さんの部屋に泊まってしまったなんて言えない。

    お父さんもお母さんも、そういったことにはうるさいのだ。

    「それならそれで、電話の一本くらいできるでしょっ！」

    「ご、ごめんなさい……」

    こんなときは、素直に謝るに限る。

    案の定、お母さんは仕方ないといった様子で首を振った。

    「じゃあ、さっさと着替えて、会社へ行きなさいっ！」

    「えっ？」

    昨日のジョギングで身体はギシギシと筋肉痛だし、高尾さんの部屋で全裸で目覚めたダメージも大きい。

    昨夜、なにがあったのか、考えても考えても思い出せないし、どんな顔して彼に会えばいいのかも、さっぱり分からないのだ。

    こんな状態で会社へなんて行けないよ。

    「疲れてるし、今日は休もうかなって……」

    逃げるように階段を上がろうとすると、

    「なにを言ってるのっ！　遊んで朝帰りしたんだから、ちゃんと会社へ行きなさいっ！」

    と、お母さんの罵声が追いかけてきた。

    「えぇ～っ！」

    不満たっぷりに言い返そうとしたが、階段の下からあたしを睨むお母さんの顔がチラリと見えて口をつぐんだ。

    「い、行けばいいんでしょっ！」

    ドンドンと足音も荒く階段を鳴らすと、二階の自分の部屋へと向かった。

    　

    ★　　★　　　★

    　

    「遅刻なんて珍しいわね」

    挨拶を済ませて、オフィスの自分の席に着くと同時に、みどりがやってきた。

    結局、シャワーを浴びたり、着替えたり、朝食を食べたりしていたら、出社できたのはお昼前だった。

    「ね、寝坊しちゃって……」

    下手な嘘を吐いたけど、誰も疑っていなかった。

    「ふ～ん、てっきり普段運動しないのに、急にジョギングなんかして、筋肉痛で休むのかと思ったわよ」

    みどりにはバレバレのようだったけど……。

    「ホントは休もうとしたんだけど、お母さんに叩き出されたの」

    「やっぱり……、心音らしいわね」

    予想が当たったのが嬉しいのか、クスクスと楽しそうに笑われてしまった。

    その後、一時間ほど仕事をすると、昼休みとなった。

    いつものようにみどりと一緒に社食で日替わりセットを食べていると、「一緒にいい？」と相席を求められた。

    「どうぞ」と顔をあげると、「ありがとう」と言って座ったのは、高尾さんだった。

    「た、高尾さん……」

    あたしは驚きすぎて、あやうくご飯を喉に詰まらせるところだった。

    「朝、営業課を覗いたら、谷川さんが来ていなかったから心配したよ。大丈夫？」

    彼はいつもと同じ爽やかな笑顔で聞いた。

    「あ、あの……、ちょっとだけ筋肉痛です」

    全身がギシギシと痛んでいたけど、つい見栄を張ってしまった。

    みどりが隣で、興味津々といった様子で、あたしと高尾さんを交互に見ている。

    「昨日は、その……、失礼なことをしていたらすいません……」

    たぶん酔っていたせいだと思うんだけど、なにがどうなっているのかさっぱり思い出せないのだ。

    「失礼なことって？」

    彼はなんのことか分からないといった様子で尋ねた。

    「高尾さんと一緒に飲んだことまでは覚えているんですけど……、その後の記憶が曖昧で……」

    あたしは正直に言うことにした。

    変にごまかしても仕方ないと思ったのだ。

    すると、彼はスッと目を細めて、あたしをジッと見つめた。

    「もしかして、覚えてないの？」

    その不穏な口調に、不安がよぎる。

    「すいませんっ！」

    机に額を擦りつけるようにして頭を下げた。

    あたしってば、高尾さんの前でなにをしちゃったんだろう？

    怒ってるんだろうか？

    それとも呆れてるんだろうか？

    自分の犯してしまった失態がどんなものか不明なだけに、不安ばかりが心に広がる。

    「そうなんだ……、気付いたら谷川さんがいなくなってたから、驚いてたんだけど……」

    彼の声には失望が混じっている。

    「お、お世話になったのに、挨拶もせずに帰ってしまって、すいませんでした」

    怖くて顔があげられない。

    「ふ～ん、そうか……、そうだったんだ……」

    「あの、あたし……」

    高尾さんとエッチしちゃったんですか？

    と聞きたかったけど、みどりの前でそんなこと、口にできるはずもない。

    戸惑っていると、彼が素早く察し、提案をしてくれた。

    「じゃあ、今夜は一緒に走ろう。そのときに、昨夜のことを話そうよ」

    「は、はい……っ」

    あたしはそれに飛びついた。

    顔をあげると、高尾さんは、いつもと同じ、爽やかな笑顔だった。

    そのことにホッとするのと同時に、なんだか違和感を覚えた。

    それがなんなのか理由は分からなかった。

    「ああ、もうこんな時間だ。じゃあ、夜にね」

    彼は腕時計で時間を確認すると、先に立って社食を後にした。

    「谷川さん、ちょっといい？」

    彼の姿が見えなくなった途端、あたしは多くの女性社員たちから囲まれた。

    その表情は様々で、ただ一様に、瞳に浮かんでいるのは好奇心だった。

    助けを求めて隣を見ると、彼女たちと同じ、好奇心たっぷりの目をしたみどりがいた。

    逃げられない……。

    覚悟を決めるしかなかった。

    昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴るまで、あたしはずっと質問攻めにあった。

    それは質問というよりも、詰問に近かった。

    まるで警察の取り調べでも受けているかのような印象だ。

    あたしは、皇居へジョギングに行って高尾さんと偶然会ったこと。

    その後に、二人で飲みに行ったこと。

    などをしゃべった。

    でも、うっかり彼の部屋に泊まってしまったことは言わなかった。

    血走った彼女たちの目が怖くて、そのままを言ったら、どんな誤解を受けるか……。

    でも、あたしの考えは甘かった。

    午後から、彼女たちの制裁が始まったのだ。

    高尾さんを狙っていた女性社員たちからすれば、あたしは抜け駆けした女ってことになるらしい。

    ホントだったら定時で帰れるはずが、机の上には仕事が山積みになっている。

    嫉妬した女性社員たちから、「遊ぶ時間があるなら……」と、どんどん仕事が回されてくるのだ。

    高尾さんとジョギングの約束をしてるのに……。

    と焦れば焦るほど、ミスをしてしまって、一向に仕事が終わらない。

    やっと、なんとか目処を付けて、慌てて皇居へと向かったが、高尾さんの姿はなかった。

    仕方なく帰ろうとしたとき、黄色い笑い声が聞こえてきた。

    そちらを見ると、多くの女性たちと楽しげにジョギングをしている高尾さんが目に入った。

    彼の周りには、同じ会社の女性社員たち。

    彼女たちは、色とりどりのオシャレなウェアーで着飾っている。

    ジョギングなんて必要ないくらいにスタイルだっていい。

    それに比べて、あたしは……。

    ダサいジャージ姿に、短くって太い手足、ポッコリ突き出たお腹に、どこにあるか分からないウエスト。

    彼女たちのようにオシャレでもなければ、スタイルも良くないし、可愛くもない。

    高尾さんには……、似合わない……。

    そのことを再確認しちゃって、なんだか惨めな気分になってしまった。

    「帰ろう……」

    あの華やかな輪の中に入っていく勇気がなくって、声を掛けずに帰ることにした。

    きっと高尾さんだって、あたしのことを待っているわけじゃないのだ。

    昨日の夜、なにがあったのか気になったけれど。

    きっとあれは、全部夢だったのだろう。

    高尾さんに憧れるあまり見てしまった、幸せな夢……。

    うん、きっとそうだ。

    あたしは自分自身にそう言い聞かせて、トボトボと家路についた。

    暖かな風が頬を撫で、なぜか彼の優しい手の感触を思い出した。

    「高尾さん……」

    ほんとうだったら、絶対に手の届かない男ひと……。

    諦めよう……、と思う心とは裏腹に、彼への想いは募っていくようだった。

    あの夢の中のように、彼に優しく抱き締められたい。

    キス……されたい……。

    湧き上がる淫らな妄想に、子宮がキュンと疼くのが分かった。

    「う……、あたしってば、欲求不満なのかな？」

    言葉にしてみて恥ずかしくなった。

    「違う違うっ！　お腹空いてるんだっ！　きっとそうっ！」

    考えを振り払うと、近くにあったラーメン店に入った。

    お腹が膨れれば、なにもかも忘れられるような気がしたからだ。

    　

    ★　　★　　　★

    　

    次の日の朝。

    オフィスに入ろうとしたあたしの手を誰かが掴んだ。

    驚いて振り返ると、それは高尾さんだった。

    彼は険しい表情で、「こっちに……」と強引に腕を引っ張った。

    連れて行かれたのは、使われていない会議室だ。

    ガランと広い室内に、テーブルとイスがコの字に並んでいる。

    「あの……？」

    戸惑っていると、カチャリとドアの鍵をかけて、高尾さんが振り返った。

    彼は明らかに怒っている様子だ。

    「昨日はどうしてジョギングに来なかったんだ？」

    咎めるような荒い口調に不穏なものを感じた。

    どうしてこんな風に言われなくちゃいけないのか、さっぱり分からない。

    それに、昨日の夜だって、あたしは皇居のジョギングコースへ行ったのだ。

    「でも、高尾さんは……」

    「俺がなに？」

    彼は、女性社員たちに囲まれていて……、声をかけるどころじゃなかった。

    少し彼に近付けたことで、あたしはうっかり勘違いしてしまっていたのだ。

    これ以上、高尾さんと親しくするのは怖い。

    だって、あたしは彼に似合わない。

    それがよく分かった。

    彼があたしに優しくしてくれればくれるほど、心が苦しくなる。哀しくなる。

    だったらいっそ……、遠くから憧れているだけでいい……。

    「もう、構わないでください……」

    言った瞬間、バンッと机を叩く音がして、あたしはびっくりして、彼を見上げた。

    「そんなこと、許さない……」

    彼はあたしをギロリと睨むと、唸るように言った。

    「た、高尾さん……？」

    あたしは怖くなって、フラフラと後退った。

    すると彼は、眉間を押さえて大きく溜息を吐いた。

    「本当はこんなこと、したくなかったんだ……、でも……」

    そう言うと、彼はスーツの胸ポケットから、なにかを取り出した。

    「あの日、君は、これを忘れて帰ったね」

    彼の手の中にあったのは、レモン色の生地に、真っ赤なリボンが特徴的な……。

    「あっ！　あたしの……、パンツっ！」

    どんなに探しても見つからなかったあのショーツが、高尾さんの手の中にある。

    「か、返してくださいっ！」

    取り返そうと手を伸ばしたが、それを高く掲げられてしまった。

    背の低いあたしには、どうやったって届かない。

    「まさか谷川さんが、あの夜のことを覚えていなかったなんて……、俺はとてもショックだったんだ」

    彼の責めるような険しい視線が痛い。

    「だから、思い出して欲しい……、あの夜になにがあったのか……」

    そう言うと、彼はあたしを長机の上に押し倒した。

    「なっ、なにをす……ふぐっ！」

    口の中に、ショーツを押し込まれた。

    「抵抗しないでくれ……、手荒なことはしたくないんだ」

    彼があたしの耳元にささやいた。

    それは有無を言わさぬ口調だった。

    「ただ、思い出してくれればいいんだ。あの夜のことを……」

    「んんん……っ！」

    身を捩って逃げようとするが、彼にがっちりと抑え込まれていて無理だった。

    事務服のスカートを捲りあげられ、露わになった太腿を優しく撫でられた。

    「谷川さんの身体は、どこもかしこも柔らかいね」

    その手の感触を知っていると思った。

    「んんんっ！」

    もうやめてっ！

    必死に目で訴えたが、彼の行為は止まらない。

    ショーツを脱がされると、大きく足を広げられてしまった。

    彼の目の前に、淫らな秘部が晒されてしまう。

    「可愛らしい花が蜜を滴らせているよ」

    いつも爽やかな高尾さんの言葉とは思えない。

    ずっと憧れていた男ひとの、急な変貌に、頭の中は混乱するばかりだ。

    プチュッと卑猥な音をさせて、彼の指が差し入れられた。

    「んんっ！」

    身を捩って拒否するが、そのことで返って彼の指が自分の中にあるのだと実感してしまった。

    「谷川さんの気持ちいい場所は……」

    探るように指を動かされ、クチュクチュと掻き混ぜられる。

    その上、二本、三本……と、指はどんどん増やされる。

    彼の長い指があたしの中でバラバラに動かされ、ある一点をグリッと抉られた瞬間、快感が突き抜けた。

    「ふぅんんっ！」

    電流を流されたかのように身体が痙攣し、中にある指をギュウウと締め付けてしまう。

    「ああ、ここか……」

    高尾さんはやっと見つけたといわんばかりに、何度もその場所ばかりを指で刺激した。

    いやぁぁ……、やめて……っ！

    快感に身体がビクビクと跳ねる。

    「どう？　谷川さん、思い出した？　あのときは、こうやって慣らすことなく入れてしまってゴメンね」

    そう言うと、彼はいつまでも丹念に中を解していく。

    「んんんっ！」

    扇動されるかのように、子宮の奥が甘く疼き、なにかを求めてキュンキュンと収縮する。

    じっとしていられなくなって、あたしは腰を振った。

    「欲しいの？」

    彼のその言葉に、焦らされているのだと気付いた。

    でも、そうじゃない。

    「んんんっ！」

    もうやめてっ！

    そう訴えたつもりだった。

    それなのに……。

    「あぁ……、俺ももう限界だ……」

    スッとあたしの中から指が抜き取られた。

    あんなに止めて欲しいと思っていたのに、喪失感に襲われた。

    高尾さんはズボンのベルトを緩めると、チャックを下ろし、すでに大きく勃ちあがったものを取り出した。

    初めて見るもののハズなのに、見たことがあるような気がした。

    「ほら、身体の力を抜いて……」

    先走りを滲ませる切っ先が、蜜に濡れた秘口に宛がわれた。

    「んんんっ！」

    いやぁぁっ！

    そんな大きなもの、入らないよぉぉぉっ！

    あたしは恐怖に身を竦ませ、全身を強張らせた。

    プチュリ……、先っぽがあたしの中に減り込んだ。

    痛みを想像してギュッと目を閉じたが、それはなんの抵抗もなくズブズブ……とあたしの中に入ってくる。

    どうして……？

    あたし……初めてなのに……？

    そのとき、記憶の断片がパッパッと脳裏にフラッシュバックした。

    鋭い痛みと熱、そして、彼の荒い息遣い。

    あの夜、あたしは高尾さんとエッチしてたんだ……。

    断片的ではあったが、彼に抱かれたことを思い出した。

    「谷川さん……」

    彼は全てをあたしの中に収めると、ゆっくりと律動を開始した。

    繊細な襞の一枚一枚を擦りあげるようにして、彼の大きなものが出たり入ったりする。

    そのたびに熱が生まれ、全身が熱く、熱く……なっていく。

    「はぁはぁ……、はぁはぁ……、はぁはぁ……、はぁはぁ……っ」

    彼の荒い息遣いが聞こえる。

    快感が全身を駆け巡る。

    「んんん……、んんん……、んんん……、んんん……っ」

    ショーツによって口を塞がれていなかったら、我を忘れて喘ぎ、啼いていただろう。

    知らず、彼の動きに合わせ腰を振っていた。

    「谷川さん、いいよ……、すごくいい……っ」

    高尾さんの腰の動きがどんどん早くなっていく。

    それにつられ、引き出される快感が増していく。

    ガランとした会議室に、グチュグチュ……、グチュグチュ……、と卑猥な音が響き渡る。

    「あぁ……、ダメだ……、もう……っ」

    彼の呻きに触発されるように、あたしは自分の中にあるものをギュウゥと締め付けた。

    その瞬間、彼のものがグンッと嵩を増し弾けた。

    「んんっ！」

    熱い飛沫が注がれ、あたし自身も絶頂に達するのが分かった。

    あの夜と同じ、目の前がチカチカと明滅し、意識が遠くなっていく。

    「谷川さん」

    名前を呼ばれ、ハッと気付くと、高尾さんがあたしを見下ろしていた。

    「思い出してくれた？」

    あたしの頬を撫でながら、口に入れたショーツを取ってくれる。

    「……あたし……、あの……」

    どう答えていいか分からない。

    絶頂の余韻に頭の中は痺れて、うまく考えがまとまらない。

    「あの夜は酔ってて、それで……」

    高尾さんとセックスしたのは分かった。でも、どうして、そんなことになったのかが、思い出せない。

    答えないでいると、彼はイライラと、机を指で弾いた。

    「思い出さないんだな……？」

    彼の質問に思わず頷いていた。

    「ご、ごめん……なさい……」

    「そんなっ！　どうして思い出さないんだっ！」

    彼は急に不機嫌になって、机をバンッと叩くと、あたしの目の前に顔を近付けた。

    　高尾さんの端整な顔がすぐ近くにあって、あたしはつい見惚れてしまった。彼は怒っているときでさえ、ステキに見える。

    「あたし……、あたし……」

    あなたとセックスしたことだけ思い出したんです……って、訂正しようとしたけど、それよりも先に彼が口を開いた。

    「谷川さん、今夜からは俺と一緒に走ろう……、いいね？　君があの夜のことを思い出してくれるまで、俺と一緒にいるんだっ！」

    有無を言わさぬ声音だった。

    「……はい……」

    断る理由は思いつかなかった。

    だって、あたしは彼にずっと憧れていたし、彼のことが好きだから……、その高尾さんと一緒にいられるのだ。

    どうして彼がそんなにまでしてあの夜に拘るのかは分からない。

    でも、あたしが全てを思い出すまでは、彼と一緒にいられるということだ。

    たとえどんな形であったとしても、せめて彼の傍にいたい。

    たったそれだけで、あたしは……たぶん幸せだ……。

    　

    ★　　★　　　　★

    　

    その夜、高尾さんの隣で一緒に走りながら、女性たちの視線がグサグサ突き刺さるのを感じた。

    彼は、「谷川さんと約束しているから」と、女性社員たちの誘いを全て断ったのだ。

    彼女たちがどんな気持ちであたしを見ているのかと思うと怖かった。

    当然、次の日から、あたしに対する制裁は激しさを増していった。

    回ってくる書類には、『デブがいい気になるな』や、『ブスのくせにっ！』などと書かれた付箋が付いてくるようになった。

    仕事は倍に増え、こなしても、こなしても、終わらない。

    少しのミスくらいなら笑って許してくれていた人にまで、「たるんでるんじゃない」と嫌味を言われる始末。

    女の嫉妬がこんなにも怖いものなのだと改めて思い知らされた。

    それとは対照的に、あたしと高尾さんの関係は親密になっていった。

    夜のジョギングに加え、仕事以外の時間、気が付けば彼と一緒に過ごしている。

    この不思議な関係を、なんと呼べばいいのか、適切な単語が思い浮かばない。

    でも、あえて形容するならば、『セフレ』だろうか……。

    まさか自分が、男の人と身体だけの付き合いをする日が来るなんて信じられないけれど。

    高尾さんの本心は一向に分からないままで、その裏の顔というのだろうか、嗜虐的な彼に戸惑うばかりだ。

    　

    ★　　★　　　　★

    　

    「ほら、谷川さん、しゃぶって……」

    高尾さんは、勃ちかけた自身を取り出すと、あたしの目の前に突き出した。

    何度見てもそのグロテスクさに驚いてしまう。

    「は、はい……」

    あたしは躊躇いがちに、それに手を伸ばすと、顔を近付けて口に含んだ。

    途端にみるみる大きくなり、硬くなった。

    「ふぅん……、んん……っ」

    教えられたとおりに、根元を手で扱きながら、舌を使ってペロペロと舐める。

    ペチャペチャと唾液が混じる卑猥な水音が室内に響いた。

    高尾さんは時折、あたしを使われていない会議室に連れ込むと、淫らな行為を強要する。

    どうしてこんなことをするのか、彼の気持ちが分からない。

    「あぁ……、とっても気持ちいいよ。谷川さんって、覚えがいいよね」

    興奮に掠れた低い声が聞こえる。

    「でも、足りない……」

    ガッと頭を押さえ付けられたかと思うと、彼が激しく腰を振り出した。

    ジュポッ、ジュポッ、ジュポッ、ジュポッ……。

    口の中を乱暴に出し入れされる。

    喉を突かれて苦しいはずなのに、口腔を擦られる感触が快感を引き出す。

    「んん……っ、んんん……っ！」

    息苦しさに耐えられなくなったとき、それがグンッと嵩を増し弾けた。

    「はぁ……、はぁ……、谷川さん、全部飲んでね」

    苦い味が口いっぱいに広がる。

    あたしは必死にそれを飲み込んだ。

    「どう？　俺の味は……？」

    そんなことを聞かれても、なんて答えればいいのか分からない。

    だって、こんな味、知らない。

    人を好きになるって、お菓子のように甘いものだと思ってた。

    でも、違うんだね……。

    苦しくて、切なくて、そして、どこまでも淫らなんだ。

    「谷川さん……」

    彼は呆然とするあたしを抱き起こし、スカートを捲り上げた。

    脂肪たっぷりの大きなお尻が露わになる。

    「柔らかい……」

    あたしを抱き締めたまま、両手でお尻を掴むと、やわやわと揉みしだかれた。

    「ん……、やぁ……」

    彼に触られると、身体が変になる。

    自分のものじゃないかのように、ただ一つのことを求めてしまう。

    「もう、欲しい？」

    耳元で優しく尋ねられた。

    「……っ！」

    あたしをイケナイ世界へと導く、悪魔のような誘惑。

    分かっていても抗えない。

    だってもう……知ってしまったから……。

    コクリと頷くと、彼は椅子に座ってあたしを引き寄せた。

    「ほら、おいで」

    向かい合った状態で、大きく足を広げ彼にまたがった。

    自分でショーツの股間の部分をずらすと、にちゃぁぁ……と、蜜が溢れていた。

    彼はそれを知ると、ニッと不敵に笑った。

    「なんだ、俺のをしゃぶってる間に、そんな風になっちゃってたのか……、谷川さんって、意外とエッチだよね」

    「そんなこと……」

    否定したいのにできない。

    「俺ももう限界……、腰を落として」

    ウエストを掴まれると、グッと押さえ付けられた。

    蜜口に彼の熱く反り返ったものが触れる。

    「あっ！」

    プチュッ……と亀頭がめり込み、そのまま、ズブズブと奥へと入ってくる。

    「あぁぁぁぁ……っ！」

    欲していたものが与えられた喜びに身体が震える。

    と同時に、奥深くまで犯される恐怖に、あたしは彼にしがみ付いた。

    「高尾さん……」

    そんなあたしを彼がギュッと抱き締めてくれた。

    「谷川さん……」

    酷いことをされているはずなのに、こうやって彼に抱き締められるたび、あたしは幸せを感じてしまう。

    好き……、思わず言葉にしてしまいそうになって、飲み込んだ。

    だって彼が求めているものが、そんな告白だとは思えないから。

    どうして……？

    どうして、あたしを抱くんですか……？

    一番聞きたいことも聞けない。

    心は遠く闇の向こうで見えないのに、身体ばかりが近く寄り添う。

    「ほら……、もっと俺を感じて……」

    高尾さんは、開いたあたしの両膝の下に手を入れると、抱え上げるようにした。

    重いあたしを軽々と抱える、その逞しさに、強く男性を意識させられる。

    「動くよ……」

    彼は余裕のない声でささやくと、ゆっくりと律動を開始した。

    ズチュズチュ……、ズチュズチュ……、と中を抉る淫らな水音が響く。

    それはどんどん速度を増し、快楽だけに支配されていく。

    「あぁ……、あぁん……、あぁん……、あぁん……」

    「はぁ……、はぁ……、はぁ……、はぁ……」

    あたしの喘ぎと、彼の荒い息遣いが、卑猥に重なる。

    高尾さんが好き……。

    こうやって抱かれるたびに、彼への想いは膨らむばかり。

    苦しくて、切なくて……、それなのに、この時間がもっと長く続けばいいと思ってしまう。

    　

    ★　　★　　　　★

    　

    パソコンで見積書を作っていると、宮本さんが近付いてきた。

    「谷川さん、今日の企画会議、営業課と企画課の合同だから、お茶、ヨロシクね」

    彼はそう言うと、あたしの頭を撫でた。

    「分かりました……、って、もう、髪の毛がくしゃくしゃになりますっ！」

    その手を振り払って、キッと睨んだ。

    すると宮本さんは、う～んと首をかしげて、あたしをまじまじと見た。

    「ちょっと痩せたんじゃない？　なんだか疲れた顔してるけど、大丈夫？」

    心配されてしまった。

    確かに、ちょっと疲れているかもしれない。

    毎日のハードワークに、高尾さんとのジョギングとエッチ。

    女性社員たちからのトゲトゲしい視線に嫌がらせ。

    大好きなお菓子すら喉を通らない状態だ。

    たまたま書類を持ってきていた田辺が、横から口出ししてくる。

    「どうせ、ダイエットでもしてるんだろ、ムリして痩せたって可愛くないぞ」

    「大きなお世話ですよ～だっ！」

    彼に向かってベーッと舌を出した。

    「うっわ！　ぶっさいく～っ！」

    田辺はケラケラと笑いながら逃げて行った。

    そんな田辺を目で追いながら、宮本さんがポツリと呟いた。

    「あいつ、谷川さんのこと好きなのかな？」

    「まさかっ！　ありえませんよ、そんなことっ！」

    びっくりして強く否定してしまった。

    「うわっ！　告白するまえにフラれてるし……」

    宮本さんは楽しそうに笑いながら顔をしかめた。

    「もう、宮本さんっ！」

    声を荒げると、彼は「じゃあ、お茶、ヨロシクね」と言って、自分の席に戻って行った。

    あたしはパソコンの画面に視線を戻すと、作りかけの見積書を仕上げた。

    その後、頼まれたお茶を準備して、会議室へ持って行くと、すでにメンバーは集まり、会議が始まっていた。

    薄暗い部屋の中で、スクリーンの前に立ってプレゼンしているのは、高尾さんだった。

    彼の仕事中の真剣な顔に、ドキリと心臓が跳ねる。

    やっぱり、仕事をしている男性って、ステキに見える。

    高尾さんをチラリ、チラリと見ながら、コの字に配置された机の上に、お茶を一人ずつ配っていると。

    暗さのせいなのか、目が霞んで、お茶を零してしまった。

    「わぁっ！」

    ちょうど田辺の席だったようで、彼が悲鳴をあげて立ち上がった。

    「あっ！　ご、ごめんなさいっ！」

    慌てて事務服のポケットからハンカチを出して机の上を拭こうとした。

    だけど、なんだか目の前がクラクラして、手元がブレる。

    「おい、谷川、大丈夫か？」

    田辺の声が聞こえたかと思うと、視界がグルグルと回って、立っていられなくなった。

    あれ……、どうし……たんだろ……？

    全てが遠退いていく。

    「谷川さんっ！　谷川さんっ！」

    意識を失う寸前、あたしを呼ぶ高尾さんの声を聞いたような気がした。

    　

    ★　　★　　　　★

    　

    気が付くと、病院の白い天井が目に入った。

    「大丈夫か？」

    傍らを見ると、高尾さんが心配そうにあたしを覗き込んでいる。

    「高尾さん……」

    名前を呼ぶと、彼はホッとしたように、あたしの手を自分の頬に当てた。

    彼はずっと手を握っていてくれたようだ。

    「あぁ……、このまま君が目を覚まさなかったらどうしようかと思ったよ」

    彼の声は震えていて、今にも泣きそうに聞こえた。

    「君が倒れたとき、俺は心臓が止まるかと思ったんだ……、まさか、俺が君をこんなになるまで追い詰めていたなんて」

    医師の診断では、あたしは心労と過労で倒れたんだそうだ。

    確かに、最近はハードワークで、その上、ジョギングをしたり、彼の気持ちが分からず悩んだりしていた。

    大好きなお菓子もご飯も喉を通らなくって、かなり体力が落ちていた。

    いつ倒れてもおかしくない状況だったようだ。

    「ごめん……、全部、俺のせいだ……」

    彼は自身を責めるように言った。

    「強引なことをしてるってことは分かっていたんだ。でも、止められなかった……」

    「高尾さん……」

    なにをどう言えばいいのか分からない。

    でも、こんなに辛そうな彼は見ていたくない。

    「高尾さんのせいじゃありません。これくらい平気なんで気にしないでください」

    起き上がってガッツポーズをすると、彼はクスリと笑って、あたしを見つめた。

    「優しいんだな……、でも、ダメだよ。君は無防備すぎる、だからつい付け込みたくなるんだ。君の気持ちを無視して、俺の身勝手な感情ばかりを押し付けてしまった……好きだなんて言い訳にもならないな……」

    「えっ？　す、好き……？」

    聞き間違いだろうか？

    高尾さんが、あたしのことを……好き？

    「ああ……好きだよ……」

    彼の瞳は真剣で、じっとあたしの瞳を捉えている。

    「冗談はやめてください……、あたしなんか、デブだし、可愛くないし、雪だるまだし……、高尾さんが好きになる要素なんて一つも……」

    そうだよ、きっと聞き間違いだ。

    すると彼は、にっこりと優しい笑顔を浮かべて言った。

    「谷川さんは自分のことを卑下しすぎだよ。俺は君が好きだ。君が美味しそうにお菓子を食べてる姿とか、白くて柔らかい身体とか、いつも笑顔でいるところとか……、谷川さんにはいいところがいっぱいあるよ」

    面と向かって褒められると、なんだか照れてしまう。

    たとえそれが社交辞令だとしても……。

    「あ、ありがとうございます」

    真っ直ぐに彼の顔が見られなくなってしまった。

    俯いていると、彼があたしの顎に指をかけ、クイッと上を向かせた。

    「信じてない顔だな。俺はね、君に会いたいがために営業課へちょくちょく行ったりしてたんだよ。社食で会ったときも、どうやって君に話しかけようかと考えていたんだ。そうしたら、君が皇居でジョギングをするって聞こえた。俺は君に近付くチャンスだと思った。だから、ジョギングなんて興味もないのに、わざわざ会社帰りに行ったんだ」

    「まさか……、そんな……」

    全ては偶然の出来事だと思っていたのに……。

    「あの夜、君を抱いたとき、俺がどれほど幸せだったか……、でも、君はなにも覚えてなくて、俺は、俺は……、なんとかして君を俺のだけのものにしたくって……、酷いことをしたね……」

    「あたし……、あたし……」

    彼は立ち上がると、ベッドに座った。

    そして、あたしの頬を両手で挟むと、焦点が合わなくなるほど顔を近付けた。

    「もう一度言うよ、谷川さんが好きだ」

    ど、どうしよう……。

    嬉しすぎて涙が溢れた。

    「あたし……、ずっと高尾さんに似合う女性になりたいって思ってて……、でも、自信がなくて……、それで……、それで……」

    上手く自分の気持ちを伝えられない。

    「谷川さんは俺のこと、好き？　それとも……、嫌い？」

    答えは決まってる。

    この気持ちを伝える言葉は一つしかない。

    涙に霞む向こうに、高尾さんの端整な顔が見える。

    彼はあたしの答えを待ってる。

    あたしは震える声で言った。

    「……好き……です……」

    その瞬間、噛み付くようなキスをされた。

    唇の間から彼の熱い舌が入ってきて、めちゃくちゃに口腔を掻き回される。

    お互いの舌が擦れ合い、唾液が混ざり、熱が生まれ、すれ違っていた気持ちが、溶け合っていくようだった。

    強く舌を吸い上げられると、ゾクゾクと快感が走り、子宮がキュンキュンと収縮する。

    高尾さん……、高尾さん……。

    あたしは、もっと、もっと、彼に近付きたくて、ギュッと抱き付いた。

    そんなあたしを、彼の方も抱き締めてくれた。

    チュッと音をさせて唇が離れたかと思うと、ベッドに押し倒された。

    「あ、あの……、高尾さん、ここ病院ですよ……」

    焦って高尾さんを見上げると、彼は欲情に潤んだ瞳であたしを見下ろしていた。

    「だから？」

    余裕のない声。

    「だからって……、病院でこんなこと……、だ、ダメです……っ」

    彼の逞しい胸を押したが、ビクともしない。

    「心音……って、呼んでもいいか？」

    いきなり下の名前で呼ばれて、ドキリとした。

    「……は、……はい……」

    断る理由なんてない……、ううん、もっと、あたしの名前を呼んで欲しいくらい。

    「心音が俺のことを好きだって知って、これ以上、理性を保てそうにないんだ」

    彼の瞳が獣のように光って、あたしを射た。

    「心音の全部は俺のものだ。もう、誰にも触らせない」

    再び、ディープなキスをされてしまった。

    彼の腕の中、ギュッと抱き締められて、あたしはこの上ない幸せを感じた。

    看護師さんが様子を見に来てくれるまでのわずかな間、あたしたちは何度も、何度もキスを繰り返した。

    この後に待ち受けているだろう、女子社員たちの制裁は怖かったけれど、今だけは、この蕩けるような快楽に身を任せることにした。

    ああ、神様……どうか、夢じゃありませんように……。

    　

    　

    　

    （おわり）
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